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藤原 武弘教授略歴・主要業績
－略 歴－
学 歴
1965年 3月 大阪府立八尾高等学校卒業
1965年 4月 関西学院大学社会学部入学
1969年 3月 関西学院大学社会学部卒業
1970年 4月 広島大学大学院教育学研究科修士課程（実験心理学専攻）入学
1972年 3月 広島大学大学院教育学研究科修士課程（実験心理学専攻）修了
1972年 4月 広島大学大学院教育学研究科博士課程（実験心理学専攻）入学
1973年 3月 広島大学大学院教育学研究科博士課程（実験心理学専攻）中退
1993年 3月 広島大学大学院教育学研究科論文博士（心理学）
職 歴
1973年 4月 広島大学教育学部助手
1979年 4月 広島大学総合科学部専任講師
1981年 4月 広島大学総合科学部助教授
1982年 4月 広島大学大学院環境科学研究科博士課程前期課程指導助教授
1988年 4月 広島大学大学院生物圏科学研究科博士課程前・後期課程指導助教授
1991年10月 セビリア大学（スペイン）客員研究員
1994年 4月 関西学院大学社会学部教授
1994年 4月 関西学院大学大学院社会学研究科博士課程前期課程指導教授
1996年 4月 関西学院大学大学院社会学研究科博士課程後期課程指導教授
1998年 4月 コンプルテンセ大学（スペイン）客員教授
－学会及び社会における活動等－
1970年 日本心理学会会員
1985年 日本社会心理学会会員
1971年 日本グループ・ダイナミックス学会会員
1974年 日本行動計量学会会員
1970年 中国・四国心理学会会員
1992年 人間・環境学会会員
－賞 罰－
2001年10月 第 5回日本社会心理学会着想独創賞受賞
2004年 5月 2003年度人間・環境学会賞受賞
2009年10月 2008年度日本グループ・ダイナミックス学会優秀論文賞受賞
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－研究業績一覧表－
1）著 書
1．現代青年心理学（分担執筆 第 7章 魂の原点 pp.111−129）協同出版 1977年 4月
2．新版現代社会心理学（分担執筆 第 4章第 1節 態度 第 2節 態度の測定法 pp.149−169 第 5章
第 1節 流行と消費行動 第 2節 世論と同調行動 第 3節 集団行動と社会変動 pp.199−219）誠
信書房 1977年 7月
3．乳幼児の家庭保育（分担執筆 第 8章 子どもと文化 pp.168−195 北大路書房 1978年 4月
4．学級経営の心理学（分担執筆 第 5章第 1節 児童・生徒相互の話合い pp.113−125）北大路書房
1979年 3月
5．現代学童心理学（分担執筆 第 9章 興味の流動性と普遍性 pp.121−139）協同出版 1979年 5月
6．現代社会心理学要説（分担執筆 第 2章第 3節 社会的行動の動機 pp.33−46）北大路書房 1982
年 3月
7．心理学 30講（分担執筆 第 24講 マス・コミュニケーション 第 25講 非言語的コミュニケーシ
ョン 第 26講 攻撃行動 第 27講 対人魅力 pp.187−217）北大路書房 1984年 4月
8．学校教育のための心理実験法（分担執筆 第 10章 心理検査・調査－テスト作成－ pp.145−159）
ナカニシヤ出版 1985年 9月
9．学校教育の社会心理学（分担執筆 第 5章第 2節 児童・生徒の問題行動 pp.153−165）北大路書房
1985年 9月
10．幻想と空想の心理学（分担執筆 第 2部第 10章 単身赴任の心理 pp.209−221）ナカニシヤ出版
1986年 9月
11．たばこを考える 1（分担執筆 6家族集団と喫煙行動 pp.160−181）平凡社 1987年 3月
12．人が見え 社会が見え 自分が変る（分担執筆 第 2章 1−1 「動作」にあらわれる人間の心 pp.76
−80 2−1 セックスで愛は深まるか pp.108−114 第 3章 3−1 都市・盛り場・人間 pp.273−278 3−3
スキャンダル情報と人間 pp.283−288）創元社 1987年 4月
13．性と愛の心理（分担執筆 6章 モダンセックス pp.112−135 7章 エロチカのファンタジー
pp.136−149）福村出版 1987年 9月
14．くらしの社会心理学（分担執筆 17章 社会病理と社会心理 pp.221−235）福村出版 1988年 4月
15．たばこを考える 2（分担執筆 7章 喫煙行動と環境セッティング pp.154−180）平凡社 1988年 3
月
16．シネマ・サイコ 福村出版 1989年 12月
17．心理学 20講（分担執筆 16講 対人関係 pp.142−151）北大路書房 1991年 3月
18．人間関係の心理学ハンディブック（分担執筆 8章 人間関係の基本形（1） pp.83−90）北大路書房
1991年 6月
19．人生移行の発達心理学（分担執筆 第 12章 結婚生活に伴う移行 pp.223−242）北大路書房 1991
年 12月
20．脳生理心理学重要文献集 1（分担執筆 第 6章 社会精神生理学 pp.211−242）誠信書房 1992年 4
月
21．心理学のための実験マニュアル（分担執筆 第 3部Ⅴ SAS の利用法 pp.246−256）北大路書房 1993
年 4月
22．チャートで知る社会心理学 福村出版 1994年 10月
23．新・くらしの社会心理学（分担執筆 17章 社会病理と社会心理 pp.225−239 福村出版 1995年
3月
― ２ ― 社 会 学 部 紀 要 第120号
24．態度変容理論における精査可能性モデルの検証 北大路書房 1995年 1月
25．人間知 ナカニシヤ出版 1997年 2月
26．社会心理学 培風館 1997年 4月
27．きずな（分担執筆 ニヒリズムからの再生は可能か？「失われたモノ」から「失われた時」を求めて
pp.14−15）ナカニシヤ出版 1998年 12月
28．El Japon Contemporaneo（分担執筆 Attitudes towards aggression. pp.185−193）Ediciones Universidad Sala-
manca 1998年
29．成人期の人間関係（分担執筆 第 3章 人間関係からみた夫婦 pp.51−71）培風館 1999年 4月
30．震災の社会学（分担執筆 第 8章 芦屋市民の災害意識 pp.193−224）世界思想社 1999年 11月
31．社会的態度の理論・測定・応用 関西学院大学出版会 2001年 3月
32．心理学基礎事典（分担編集・執筆 社会心理学 pp.149−185）
33．芸術心理学の新しいかたち（分担執筆 第 7章 映画の心理学－映像コミュニケーションの魅力
pp.171−198）誠信書房 2005年 3月
34．観光の社会心理学（分担執筆 第 10章 巡礼－四国遍路を中心とした巡礼行動の経験的価値－
pp.137−152）北大路書房 2006年 3月
35．人間関係のゲーミング・シミュレーション－共生への道を模索する－ 北大路書房 2007年 3月
36．セビージャ通信 晃洋書房 2007年 10月
37．社会心理学 晃洋書房 2009年 1月
38．社会心理学（分担執筆 第 7章 態度変容と判断の二重過程モデル pp.131−148）ミネルヴァ書房
2012年 2月
39．観光学ガイドブック（分担執筆 第 6章 心理学の視点 pp.58−63）ナカニシヤ出版 2014年 4月
2）翻訳書
1．幼児・児童の発達と精神衛生（分担訳 第 5章 児童生活における家庭と学校の役割 pp.40−53 第
6章 学校での問題行動のパターン pp.62−83）福村出版 1981年 9月（Buhler, C. 1952 Childhood
problems and teacher の翻訳）
2．ラブ－愛の心理学 福村出版 1983年 4月（Miller, H. L. & Siegel, P. S. 1972 Loving : A psychological
approach の翻訳）
3．親密な二人についての社会心理学 ナカニシヤ出版 1989年 10月（Kelley, H. H. 1979 Personal Rela-
tionships の翻訳）
4．都市生活の心理学 西村書店 1994年 2月（Krupat, E. 1985 People in cities の翻訳）
5．対人関係論（分担訳 序章：本書の内容）誠信書房 1995年 11月（Kelley, H. H. & Thibau, J. W. 1978
Interpersonal Relations の翻訳）
6．文化と環境（分担訳 第 1章 序論）西村書店 1998年 6月（Altman, I. & Chemers, M. 1980 Culture
and Environment の翻訳）
7．個人主義と集団主義 北大路書房 2002年 3月（Triandis, H. 1995 Individualism and Collectivism の翻
訳）
3）学術論文
1．態度の形成・変容に関する概観－実験社会心理学的アプローチを中心として－（田中国夫 藤原武
弘）心理学評論 Vol.12, No.2 279−304 1970年 12月
2．態度変容の実験的研究－適合性理論と総和理論の比較検討－（田中国夫 藤原武弘）年報社会心理学
第 12号 227−240 1971年 11月
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3．パーソナリティ印象形成の研究－刺激特性次元の基礎的分析 広島大学教育学紀要 第 1部第 23号
353−362 1974年 12月
4．国家の認知についての研究－多次元尺度法適用の試み－ 広島大学教育学部紀要 第 1部第 24号
303−311 1975年 11月
5．国家の認知についての研究－3つの MDS 手法の比較検討－ 広島大学教育学部紀要 第 1部第 25
号 217−226 1977年 4月
6．多次元尺度法適用上の問題点について 広島大学教育学部紀要 第 1部第 26号 355−362 1978年
3月
7．知覚判断に関する研究－度量衡を表わす形容詞の MDS 分析（福田 広 藤原武弘）広島大学教育学
部紀要 第 1部第 26号 281−288 1978年 3月
8．偏見の決定因についての調査的研究 年報社会心理学 第 21号 177−187 1980年 9月
9．幼児の新環境適応に関する微視発生的研究（福田 広 藤原武弘 古川雅文）山口大学教育学部研究
論叢 第 30巻第 3部 1−10 1980年 12月
10．対人関係における「甘え」の実証的研究（藤原武弘 黒川正流）実験社会心理学研究 第 21巻第 1
号 53−62 1981年 8月
11．新環境移行に伴う個人の行動・心理的発達に関する研究（石井真治 藤原武弘）広島大学学校教育学
部紀要 第 1部第 2巻 27−35 1982年 1月
12．社会不安についての社会心理学的研究（Ⅰ）－社会不安測定についての予備的研究（藤原武弘 黒川
正流 日向鋭自）広島大学総合科学部紀要Ⅲ 第 5巻 41−53 1982年 2月
13．社会不安地図の作成（生和秀敏 藤原武弘）広島大学総合科学部紀要Ⅲ 第 6巻 39−51 1983年 1
月
14．新環境移行に伴う対人関係の認知についての微視発達的研究（古川雅文 藤原武弘 井上 弥 石井
真治 福田 広）心理学研究 第 53巻 330−336 1983年 2月
15．日本版 Love-Liking 尺度の検討（藤原武弘 黒川正流 秋月左都士）広島大学総合科学部紀要Ⅲ 第
7巻 39−46 1984年 2月
16．新環境移行に伴う個人の目的行動の発達に関する研究（石井真治 藤原武弘 井上 弥）広島大学学
校教育学部紀要 第 1部第 6巻 15−20 1984年 1月
17．社会規範が態度と行動の変容に及ぼす影響（黒川正流 藤原武弘）広島大学総合科学部紀要Ⅲ 第 7
巻 71−84 1984年 2月
18．A problem of focus : Comments on Dr. Howell’s paper. Hiroshima forum for Psychology, Vol.9, 28−29
1984年 3月
19．顔面表情の表出と認知における年齢的差異の研究（井上 弥 藤原武弘 石井真治 村本朋子）心理
学研究 第 55巻 121−124 1984年 6月
20．クラッシック音楽の認知への多次元尺度法的アプローチ（藤原武弘 田頭伸子）心理学研究 第 55
巻 75−79 1984年 6月
21．客観テストの項目分析（福田 広 藤原武弘）山口大学教育学部研究論叢 第 35巻 第 3部 1−7
1985年 12月
22．隔離が対人関係に及ぼす効果に関する実験的研究（藤原武弘 黒川正流）広島大学総合科学部紀要Ⅲ
第 9巻 69−77 1986年 2月
23．態度変容と印象形成に及ぼすスピーチ速度とハンドジェスチャーの効果 心理学研究 第 57巻 200
−206 1986年 10月
24．パーソナル・スペースに表れた心理的距離についての研究 広島大学総合科学部紀要Ⅲ 第 10巻
83−92 1987年 2月
― ４ ― 社 会 学 部 紀 要 第120号
25．独居老人の孤独感と社会的ネットワークについての調査的研究（藤原武弘 来島和美 神山貴弥 黒
川正流）広島大学総合科学部紀要Ⅲ 第 11巻 43−52 1988年 2月
26．社会的隔離事態における共在他者が親和と遂行に及ぼす効果（黒川正流 坂田桐子 来島和美 神山
貴弥 小島美樹 藤原武弘 生和秀敏）広島大学総合科学部紀要Ⅲ 第 11巻 33−42 1988年 2月
27．老人ホームの老人の孤独感と社会的ネットワークについての調査的研究（藤原武弘 来島和美）広島
大学総合科学部紀要Ⅲ 第 12巻 55−64 1989年 2月
28．説得における Elaboration Likelihood Model についての概説（藤原武弘 神山貴弥）広島大学総合科学
部紀要Ⅲ 第 12巻 45−54 1989年 2月
29．認知欲求尺度に関する基礎的研究（神山貴弥 藤原武弘）広島大学総合科学部紀要Ⅲ 第 13巻 1−
9 1990年 2月
30．マス・メディア嗜好性尺度の開発 広島大学総合科学部紀要Ⅲ 第 13巻 73−80 1990年 2月
31．態度変容と印象形成に及ぼす座席位置の効果（神山貴弥 藤原武弘 石井真治）社会心理学研究 第
5巻 第 2号 129−136 1990年 3月
32．Equity theory in the aged and their social supporter’s relationships（Takehiro Fujihara, Kazumi Kijima）The
Japanese Journal of Experimental Social Psychology, vol.29, No.3, 39−44. 1990年 3月
33．顔面表情と音声による感情の表出・認知における個人差（井上弥 藤原武弘 石井真治）心理学研究
第 61巻 47−50 1990年 4月
34．在日外国人留学生の適応に関する研究（1）－異文化適応尺度の因子構造の検討－（田中共子 高井次
郎 神山貴弥 村中千穂 藤原武弘）広島大学総合科学部紀要Ⅲ 第 14巻 77−94 1991年 2月
35．在日外国人留学生の適応に関する研究（2）－新渡日留学生の一学期間におけるソーシャル・ネットワ
ークの形成と適応－（田中共子 高井次郎 南博文 藤原武弘）広島大学総合科学部紀要Ⅲ 第 14巻
95−113 1991年 2月
36．大脳半球差に及ぼす課題情報のモダリティの影響に関する研究（堀忠雄 林光緒 藤原武弘）広島大
学総合科学部紀要Ⅲ 第 14巻 127−135 1991年 2月
37．在日外国人留学生の適応に関する研究（3）－新渡日留学生の一学期間におけるソーシャル・ネットワ
ークの形成と適応－（田中共子 高井次郎 南博文 藤原武弘）広島大学留学生センター紀要 第 1
号 77−95 1991年 3月
38．認知欲求尺度に関する基礎的研究（神山貴弥 藤原武弘）社会心理学研究 第 6巻 第 3号 184−192
1991年 3月
39．在日留学生の対人行動上の困難－異文化適応を促進するためのソーシャル・スキルの検討－（田中共
子 藤原武弘）社会心理学研究 第 7巻 第 2号 92−101 1992年 3月
40．短期海外研修における日本人学生のソーシャル・スキルに関する調査研究（田中共子 神山貴弥 藤
原武弘）広島大学総合科学部紀要Ⅲ 第 15巻 87−102 1992年 2月
41．Effects of need for cognition and distraction on issue-relevant elaboration and attitude change（Takaya
Kohyama, Takehiro Fujihara）The Japanese Journal of Experimental Social Psychology, Vol.31, No.3, 222−
230. 1992年 3月
42．大腸手術患者の Quality of life（藤高嗣生 川堀勝史 松山敏哉 土肥雪彦 神山貴弥 藤原武弘
伊藤信子 金沢紀代子 三上美由紀 沢井尚子）日本ストーマ学会誌 Vol.8, No.1, 13−19. 1992年 7
月
43．在日留学生に必要なソーシャル・スキル（田中共子 高井次郎 神山貴弥 藤原武弘）広島大学総合
科学部紀要Ⅳ 第 19巻 87−99 1993年 12月
44．映画刺激の単純性－複雑性と認知欲求が映画に対する評価に及ぼす効果に関する研究（藤原武弘 神
山貴弥）広島大学総合科学部紀要Ⅳ 第 19巻 101−110 1993年 12月
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45．認知欲求と消費者行動－意志決定方略の個人差について－（神山貴弥 藤原武弘）消費者行動研究
第 1巻第 2号 45−61 1994年 3月
46．Adjustment patterns of international students in Japan（Tomoko Tanaka, Jiro Takai, Takaya Kohyama, Take-
hiro Fujihara）International Journal of Intercultural Relations, Vol.18, No.1, 55−75. 1994年
47．Social networks of international students in Japan : Perceived social support and relationship satisfaction（To-
moko Tanaka, Jiro Takai, Takaya Kohyama, Takehiro Fujihara, Hirofumi Minami）The Japanese Journal of
Experimental Social Psychology, Vol.33, No.3, 213−223. 1994年 3月
48．沖縄県の交通方法変更に関する心理学的研究（藤原武弘 西山啓 今塩屋隼男 石井真治 福田廣
松陰宏之）関西学院大学社会学部紀要 第 75号 109−116 1996年 10月
49．キャンパス移転の社会心理：ユーザーの視点からの POE 人間・環境学会誌 第 5号 33−34 1996
年 12月
50．1995年阪神大震災による災害ストレス反応 関西学院大学社会学部紀要 第 77号 51−54 1997年
3月
51．Attitudes of American and Japanese students toward interpersonal aggression（Takehiro Fujihara, Sandra
Bleckman, Takaya Kohyama, Seymour Wapner）Kwansei Gakuin University Social Sciences Review, Vol.1,
1−8 1997年 3月
52．Effects of social networks on cross-cultural adjustment（Tomoko Tanaka, Jiro Takai, Tkaya Kohyama, Take-
hiro Fujihara, Hirofumi Minami）Japanese Psychological Research, Vol.39, No.1, 12−24 1997年 3月
53．「自己」「拡張自己」「身体統制に対する態度」の相互関係に関する社会心理学的研究（藤原武弘 池
内裕美）消費者行動研究 第 4巻 第 1号 99−114 1996年 9月
54．対人的攻撃行動に対する比較文化的研究（ヘスース・マルチン・ラミレス 藤原武弘）関西学院大学
社会学部紀要 第 78号 97−103 1997年 10月
55．対人関係における行動傾向の類似性と親密性の相関関係（脇本忍 藤原武弘）関西学院大学社会学部
紀要 第 78号 85−96 1997年 10月
56．電子メディア社会における情報遺漏のリスク認知に関する社会心理学的研究（1）（藤原武弘 池内裕
美 脇本忍）関西学院大学社会学部紀要 第 79号 51−57 1998年 3月
57．電子メディア社会における情報遺漏のリスク認知に関する社会心理学的研究（2）（池内裕美 藤原武
弘 高田茂樹）関西学院大学社会学部紀要 第 79号 59−70 1998年 3月
58．会話行動における二者間の親密性に関する実験的研究（脇本忍 藤原武弘）関西学院大学社会学部紀
要 第 80号 93−101 1998年 3月
59．拡張自己の非自発的喪失に関する社会心理学的研究－阪神大震災における大切な所有物の喪失に関す
る実態調査結果より－（池内裕美 藤原武弘）人間環境学会誌 第 9号 1−10 1998年 10月
60．自己過程としての巡礼行動の社会心理学的研究（1） 関西学院大学社会学部紀要 第 82号 157−169
1999年 3月
61．Justification of interpersonal aggression in Japanese, American, and Spanish students.（Takehiro Fujihara,
Takaya Kohyama, Andreu, Jose Manuel, Ramirenz Jesus Martin）Aggressive Behavior, Vol.25, 185−195,
1999年
62．Involuntary loss of extended self of victims of Great Hanshin Earthquake and Northridge Earthquake.（Hi-
romi Ikeuchi, Takehiro Fujihara, Itsuko Dohi）European Advances in Consumer Research, Vol.4, 28−36,
1999年
63．A Study of the risk perception of information leakage in a computer-mediated society（3）（Koji Kosugi,
Takehiro Fujihara, Hiromi Ikeuchi）関西学院大学社会学部紀要 第 84号 181−188 2000年 2月
64．自己過程としての巡礼行動の社会心理学的研究（2） 関西学院大学社会学部紀要 第 85号 109−115
― ６ ― 社 会 学 部 紀 要 第120号
2000年 3月
65 拡張自己の非自発的喪失：大震災による大切な所有物の喪失調査結果より（池内裕美 藤原武弘 土
肥伊都子）社会心理学研究 第 16巻 第 1号 27−38 2000年 7月
66．物質的所有物の喪失およびソーシャル・サポート・ネットワークが生活の質（QOL）に及ぼす影響
－阪神大震災の被災者を対象として－（池内裕美 藤原武弘）社会心理学研究 第 16巻 第 2号 92
−102 2000年 10月
67．自己過程としての巡礼行動の社会心理学的研究（3） 関西学院大学社会学部紀要 第 88号 23−31
2000年 10月
68．Cultural and gender differences in anger and aggression : A comparison between Japanese, Dutch, and Span-
ish students.（Ramirenz Jesus Martin, Takehiro Fujihara, van Goozen, S.）The Journal of Social Psychology,
Vol.141 No.1, 119−121, 2001年 4月
69．Cultural and sex differences in aggression : A comparison between Japanese and Spanish students using two
different inventories.（Ramirenz Jesus Martin, Andreu Jose Manuel, Takehiro Fujihara）Aggressive Behav-
ior, Vol.27, 313−322, 2001年 5月
70．大学生の対象喪失－喪失感情、対処行動、性格特性の関連性の検討－（池内裕美 中里直樹 藤原武
弘）関西学院大学社会学部紀要 第 90号 117−131 2001年 10月
71．自己過程としての巡礼行動の社会心理学的研究（4） 関西学院大学社会学部紀要 第 90号 55−60
2001年 11月
72．自己過程としての巡礼行動の社会心理学的研究（5） 関西学院大学社会学部紀要 第 91号 61−70
2002年 3月
73．Differences between experience of anger and readiness to angry action.（Ramirenz Jesus Martin, Carmen
Santisteban, Takehiro Fujihara, Stephanie Van Goozen）Aggressive Behavior, Vol.28, 429−438, 2002年 12
月
74．The effect of commitment to a festival on attitude toward the in-group and out-group.（Koji Kosugi, Junzo
Kato, Takehiro Fujihara）Social Behavior and Personality, Vol.31, No.2 181−190. 2003年 2月
75．自己過程としての巡礼行動の社会心理学的研究（6） 関西学院大学社会学部紀要 第 93号 73−91
2003年 3月
76．The correlation between intimacy and objective similarity in interpersonal relationships.（Shinobu Wakimoto,
Takehiro Fujihara）Social Behavior and Personality, Vol.32, No.1 95−102. 2004年 1月
77．社会的場としての駅への社会心理学的接近 関西学院大学社会学部紀要 第 96号 111−120 2004
年 3月
78．拡張自己の構造－日・西・米・中における普遍性の検討－（池内裕美 藤原武弘）関西大学社会学部
紀要 第 35巻 3号 39−59 2004年 3月
79．移行対象の出現・消失に関する社会心理学的規定因の検討：生育環境と夫婦間ストレスの視点から
（池内裕美 藤原武弘）社会心理学研究 第 19巻 第 3号 184−194 2004年 3月
80．バランス理論と固有値分解（小杉考司 藤澤隆史 藤原武弘）理論と方法 第 19巻 第 1号 87−100
2004年 3月
81．等高線マッピングによる態度布置モデル（小杉考司 藤原武弘）行動計量学 第 31巻 第 1号 17
−24 2004年 3月
82．長期旅行者と休暇旅行者のモチベーション構造の相違（林幸史 藤原武弘）関西学院大学社会学部紀
要 第 97号 97−105 2004年 10月
83．移動と事前評価がマイノリティ感・マジョリティ感に与える効果（岡本卓也 佐々木薫 藤原武弘）
関西学院大学社会学部紀要 第 97号 71−81 2004年 10月
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84．社会的ネットワークの多次元解析（藤原武弘 小杉考司）関西学院大学社会学部紀要 第 98号 33
−41 2005年 3月
85．仮想世界ゲームにおける環境問題重視型ルールの考案（加藤潤三 野波寛 岡本卓也 藤原武弘）関
西学院大学社会学部紀要 第 98号 69−79 2005年 3月
86．コミィニティ政策への社会心理学的アプローチ コミュニティ政策 3 66−84 2005年 7月
87．上位目標達成を通した集団間のメタステレオタイプと社会的アイデンティティ（野波寛 加藤潤三
岡本卓也 藤原武弘）先端社会研究 第 3号 141−161 2005年 12月
88．Measuring social stereotypes with the Photo Projective Method.（Takuya Okamoto, Takehiro Fujihara et.
al.）Social Behavior and Personality, Vol.34, No.3 95−102. 2006年 4月
89．The influence of language, system, and sex upon intercultural attitude : Research using an intercultural simu-
lation game.（Naoka Maemura, Junzo kato, Takehiro Fujihara）シュミレーション＆ゲーミング 17巻 2
号 93−100 2007年 12月
90．写真投影法による場所への愛着の測定（林 幸史 岡本卓也 藤原武弘）関西学院大学社会学部紀要
第 106号 15−26 2008年 10月
91．共有イメージ法を用いた集団間関係の解析の試み（岡本卓也 藤原武弘 野波寛 加藤潤三）実験社
会心理学研究 第 48巻 第 1号 1−16 2008年 10月
92．訪問地域、旅行形態、年齢別にみた日本人海外旅行者の観光動機（林 幸史 藤原武弘）実験社会心
理学研究 第 48巻 第 1号 17−31 2008年 10月
93．喪失からの心理的回復過程（池内裕美 藤原武弘）社会心理学研究 第 24巻 第 3号 169−178
2009年 2月
94．写真投影法による社会的アイデンティティの測定（岡本卓也 林 幸史 藤原武弘）行動計量学 第
36巻 第 1号 1−14 2009年 3月
95．A qualitative investigation of trainee’s adjustment in Japan : A case study trainees from Indonesia.（Naoka
Maemura, Junzo Kato, Takehiro Fujihara）US-China Education Review. Volume 6, Number 2, 2009年 5月
96．Measuring inter-group attitudes with different languages : Using an inter-language simulation.（Naoka Mae-
mura, Takehiro Fujihara）関西学院大学社会学部紀要 第 109号 129−136 2010年 3月
97．移民シミュレーション（IS）の開発と異文化間教育効果の測定（前村奈央佳 加藤潤三 藤原武弘）
関西学院大学社会学部紀要 第 112号 91−104 2011年 3月
98．The influence of social network on the development pf volunteer groups in a community（1）: The qualita-
tive research by interview to the leader of volunteer group.（Junzo Kato, Takehiro Fujihara）関西学院大学
社会学部紀要 第 112号 105−111 2011年 3月
99．映画の内容分析（1） 関西学院大学社会学部紀要 第 113号 69−77 2011年 10月
100．観光地での経験評価が旅行満足度に与える影響（林 幸史 藤原武弘）関西学院大学社会学部紀要
第 114号 199−212 2012年 3月
101．観光旅行者の経験評価の構造と規定因－同行者、観光地、移動距離の視点から－ 観光研究、23巻 2
号 3−12 2012年 3月
102．独居高齢者の孤独感－その要因と支援－ 公衆衛生 76巻 2号 23−26 2012年 9月
103．映画の内容分析（2） 関西学院大学社会学部紀要 第 116号 145−155 2013年 10月
104．映画の内容分析（3） 関西学院大学社会学部紀要 第 118号 103−115 2014年 3月
4）調査報告書
1．徳島大学社会調査研究会 池田秀男編 鳴門市同和対策実態研究調査報告書（分担執筆 第Ⅱ章第 3
節 地域の生活意識 第 4節 地域の社会意識 pp.42−59）鳴門市 1974年 3月
― ８ ― 社 会 学 部 紀 要 第120号
2．徳島大学社会調査研究会 池田秀男編 実態調査から見た差別と偏見の構造（分担執筆 Ⅱ4 偏見
の多変量解析 pp.158−236）鳴門市 1976年 3月
3．広島大学社会調査研究会 池田秀男編 同和対策に関する行政効果測定調査報告書〈同和向公営住宅
建設制度〉鳴門市 1979年 3月
4．広島大学社会調査研究会 池田秀男編 同和対策事業の一般的行政効果測定に関する調査報告書 鳴
門市 1979年 3月
5．広島大学地域問題研究会 第 4回岩国市市民意識調査 岩国市 1980年 1月
6．池田秀男 高等学校レベルにおける教育機会の地域的構造と選抜機能に関する実証的研究（分担執筆
Ⅵ2 社会的逸脱行動についての多次元的分析 pp.91−111）広島大学教育学部 1981年 3月
7．山口県青少年問題協議会 青少年の非行防止に関する調査報告（分担執筆 第 4章 背景要因の分析
pp.19−42 第 5章多変量解析による非行の背景要因の分析 pp.43−48）山口県青少年問題協議会
1982年 3月
8．広島大学地域問題研究会 第 5回岩国市市民意識調査（分担執筆 第 3章 3−4 供用会館の利用 3−
5 自治会館、公会堂の利用 pp.65−82）岩国市 1982年 3月
9．広島大学地域問題研究会 第 6回岩国市市民意識調査（分担執筆 第 3章 3−3 運動・スポーツ活動
pp.71−104）岩国市 1982年 3月
10．広島婦人問題調査研究会 21世紀に向けての女性に関する市民意識調査 広島市民生局 1986年 12
月
11．広島大学地域問題研究会 在宅福祉ニーズについての市民意識調査報告書 広島市民生局 1987年 3
月
12．広島大学地域社会研究会 高齢者の生活実態と意識に関する調査報告書 広島市民生局 1988年 3
月
13．高齢者における拡張自己の喪失と生活の質（QOL）指標との関係に関する社会心理学的研究－阪神
大震災の被災者を対象として－ 平成 8年度ジェロントロジー研究報告 3号 日本火災福祉財団
1998年 9月
14．昭和 62年度放送利用の大学講座に関する実施報告書（分担執筆 Ⅱ 放送利用による公開講座「性
を考える」に関する研究 pp.40−81）広島大学 1988年 3月
15．放送利用の大学公開講座における「学習効果」、「学習の促進」、「授業への活用」に関する研究（分担
執筆 Ⅱ 放送利用による公開講座「性を考える」に関する調査 pp.72−113）研究報告第 5号 放
送教育開発センター 1989年 1月
16．石原英雄 小中学生の保護者の生涯学習に関する研究 －その実態、学習意欲、学習興味、及び大学
に対する期待－（分担執筆 第 6章 大学に期待する学習内容 pp.8−60）広島大学学校教育学部附属
教育実践研究指導センター 1990年 3月
17．石原英雄 小中学校教師の生涯学習に関する研究（調査結果の分析）広島大学学校教育学部附属教育
実践研究指導センター 1990年 7月
18．生涯学習計画研究会 東広島市生涯学習のまちづくり基礎調査報告書（分担執筆 Ⅱ－3 学習施設
の実態 pp.76−123）東広島市 東広島市教育委員会 1991年 3月
19．広島県青少年基本調査研究会 広島県青少年基本調査報告書 広島県 1994年 3月
20．大阪府 同和問題の解決に向けた実態等調査（同和地区内意識調査）大阪府 2001年 3月
21．大阪府 同和問題の解決に向けた実態等調査同和地区内意識調査報告書（分析編）大阪府 2001年 3
月
22．大阪市 同和問題の解決に向けた実態等調査（同和地区内意識調査）大阪市 2001年 3月
23．大阪市 同和問題の解決に向けた実態等調査同和地区内意識調査報告書（分析編）大阪市 2001年 3
March 2015 ― ９ ―
月
24．関西学院大学社会学部留学生調査 99実行委員会 アジア留学生の価値観に関する調査（分担執筆
Ⅳ－3 アジア留学生の価値観とその規定因 pp.41−45）関西学院大学社会学部 2001年 3月
25．藤原武弘・野波寛・安藤香織・加藤潤三・薄井淳子 ボランティアメンバーの行動とネットワーク・
心理的要因の関連－兵庫県芦屋市における質問紙調査－ 2004年 3月
5）科学研究費補助金研究成果報告書
1．幼児の生活環境拡大の微視発生に関する比較文化的研究 昭和 53・54・55年度文部省科学研究費補
助金一般研究 （B）研究成果報告 1981年 3月
2．環境不安における情報処理過程の行動科学的研究 昭和 55・56・57年度文部省科学研究費補助金一
般研究 （B）研究成果報告書 1983年 3月
3．人工閉鎖環境下における人間行動の多角的研究 昭和 58・59・60年度文部省科学研究費補助金（一
般研究 A）研究成果報告書 1986年 3月
4．パーソナルスペースに表れたアジア民族間の心理的距離に関する行動科学的研究 昭和 60・61年度
科学研究費補助金（一般研究 C）研究成果報告書 1987年 3月
5．Social Isolation のメカニズムに関する臨床社会心理学的研究 昭和 61・62 年度科学研究費補助金
（一般研究 B）研究成果報告書 1988年 3月
6．情報伝達メディアと情報処理様式の個人差に関する社会・精神生理学的研究 昭和 63年・平成元年
・2年度科学研究費補助金（一般研究（C））研究成果報告書 1991年 3月
7．Cherished Possessions の適応機能に関する臨床社会心理学的研究 平成 5・6年度科学研究費補助金
（一般研究（C））研究成果報告書 1995年 3月
8．物質的自己の構造と機能に関する社会心理学的研究 平成 7～8年度科学研究費補助金（基盤研究
（C）（1））研究成果報告書 1997年 3月
9．拡張自己の構造と機能に関する社会心理学的研究 平成 10年度～平成 11年度科学研究費補助金（基
盤研究（B）（1））研究報告書 1−63 2000年 3月
10．環境問題におけるボランティア・ネットワークの発生に関する応用社会心理学的研究 平成 14～平
成 15年度科学研究費補助金（基盤研究（B）（2））研究報告書 1−43 2004年 3月
6）その他（辞書、書評）
1．教育心理学の基礎知識（分担執筆 相関係数、項目分析、統計的検定法）福村出版 1981年 1月
2．社会心理学用語辞典（編著）北大路書房 1987年 5月
3．教育臨床心理学中辞典（分担執筆）北大路書房 1990年 12月
4．発達心理学用語辞典（分担執筆 愛、ライフスタイル、その他）北大路書房 1991年 9月
5．防災事典（分担執筆 行動統制、運命統制）築地書館 2002年 7月
6．書評 深田博己（編著）「説得心理学ハンドブック－説得的コミュニケーション研究の最前線」（2002
年、北大路書房）社会心理学研究 第 19巻第 1号 78 2003年 8月
7．社会心理学事典（分担執筆 態度変容の 2過程モデル）丸善株式会社 2009年 6月
8．感情と思考の科学辞典（分担執筆 精緻化見込みモデル、認知的不協和理論）朝倉書店 2010年 4
月
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